
このうち、市民の皆様の日常に大きく関わっている一般会計の予算総額は、
２３０億２，０００万円となっており、全体の約６割を占めています。

この冊子では、主に一般会計を中心に説明を行っていきます。

A 氷見市の令和２年度予算額は、 ４１３億６３１万円となっており、前年度に比べ
て１３億２，４２９万円、３．３％の増額となっています。

令和２年度予算の概要は？Ｑ１

令和２年度の一般会計当初予算額は、前年度と同額となっています。

「人口が減少しても幸せに暮らせるまちづくり」の実現に向け、特に、地域社会や地域経済の衰

退などの重要課題に「切れ目なく」対応し、若者や女性をはじめとする多様な世代がいきいきと住

み、働き、子育てできる地域づくりを推進する「氷見元気プロジェクト」事業へ、予算を重点的に配

分しました。

ポイント

市民の皆様に納めていただく市税や国からの

交付金を主な財源として、福祉、教育、環境、

消防、道路など、市の基本的な行政サービス

を行う会計です。

一般会計
２３０億２，０００万円（５５．７％）

（前年度２３０億２，０００万円）

令和２年度当初予算

４１３億６３１万円
（前年度３９９億８，２０２万円）

民間企業と同じように、その事業によって得た収入

で支出をまかなう、いわゆる独立採算を原則とする

事業について設けられた会計です。

企業会計
６６億８，５９０万円（１６．２％）
（前年度３６億９，５８９万円）

特定の収入（使用料や保険料など）で特定の支出

に充てられる場合など、一般会計とは別にその経

理を明らかにするため設けられた会計です。

特別会計
１１６億４１万円（２８．１％）
（前年度１３２億６，６１３万円）

国民健康保険特別会計 ４６億７，９２５万円
育英資金特別会計 ８６９万円
介護保険特別会計 ６１億７，７６６万円
後期高齢者医療事業特別会計 ７億３，４８１万円

水道事業会計 ２１億４，５２６万円
病院事業会計 １７億３，３１９万円
下水道事業会計 ２８億  ７４５万円 ※下水道事業は、公営企業法の適用

に伴い、企業会計に分類しています。
※
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氷見市の一般会計予算、２３０億２，０００万円を市民一人当たりに
換算してみました。

借金の返済 (公債費） 　５万２千円　（１０．５％）

　５万９千円　（１２．０％）
防災
自治振興　など

(総務費）

A

（民生費）

（土木費）

　１２万　　円　（２４．３％）

【内訳】
子育て　　     ６万２千円  （１２．６％）

高齢者福祉他　５万８千円  （１１．7％）

学校の管理
生涯学習　など

（教育費） 　７万４千円　（１５．０％）

健康づくり
環境保全　など

(衛生費） 　６万２千円　（１２．６％）

　２万２千円　（　４．５％）

　２万１千円　（　４．３％）

　　　８千円　（　１．６％）

（商工費）

（農林水産業費）

（消防費）

(議会費、労働費　など）

子育て
高齢者福祉　など

道路、河川の
整備　など

商工業、観光の
振興など

農林水産業の
振興など

消防活動　など

その他

　４万８千円　（　９．７％）

　２万７千円　（　５．５％）

氷見市民”一人当たり”どれだけの予算が

ありますか？Ｑ２

市民一人当たりの予算額 ４９万３千円

氷見市の人口 ４６，６６５人（令和２年２月１日現在）
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A 一般会計における収入の項目別内訳は次のとおりです。

氷見市の予算にはどんな《収入》が

ありますか？Ｑ３

氷見市の収入は、市民の皆様からの税金と国からの地方交付税が半分を占めています。

市税では、軽自動車税で増額が見込まれるものの、市民税、固定資産税等で減額が見込まれるこ

とから前年比２．２％の減となっています。

地方交付税については、普通交付税において地域社会再生事業費（仮称）が創設されたことなど

による増額が見込まれることから、前年比１．９％の増となっています。

歳出超過を補うため、財政調整基金を４億円取り崩すなど、基金を活用することにより、一般財源

を確保しました。

ポイント

市税
５２億６５６万円（２２．６％）
（前年度５３億２，６０４万円）

個人・法人市民税、固定資産税など市民

の皆様から納めていただく税金

地方交付税
６３億２，８００万円（２７．５％）
（前年度６２億１，１００万円）

使い道について制限を受けない、

国から交付される資金

令和２年度一般会計予算

２３０億２，０００万円

国庫支出金
２８億４，６０６万円（１２．４％）
（前年度３３億３，３４２万円）

特定の事業に充てるため、国

から交付される資金

県支出金
１７億１，８４０万円（７．５％）
（前年度１５億２，１８７万円）

特定の事業に充てるため、県

から交付される資金

市債
３２億２，０８７万円（１４．０％）
（前年度２４億８，６９７万円）

事業資金調達のための借入金

その他
３７億１１万円（１６．０％）
（前年度４１億４，０７０万円）

地方譲与税、分担金及び負担

金、使用料及び手数料、各種

交付金、財産収入 など
市民税 ２２億７，４８２万円

内 固定資産税 ２４億９，４３７万円
軽自動車税  １億５，３４７万円

訳 市たばこ税  ２億５，５２５万円
入湯税    ２，８６５万円
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A 一般会計の支出（お金の使われ方）の項目別の内容は次のとおりです。

予算では、障害者や老人等の福祉向上や子育て支援などに関する経費（民生費）が全体の約２５％を占

めています。また、旧市民病院跡地での文化施設を核とした新文化交流施設の整備、新交通システム構築

に向けた実証実験の実施など「氷見まちなかグランドデザイン」に基づくまちづくりの推進、指定避難所の耐

震化工事などの総合的な防災力の強化、、ビジネスサポートセンターの開設やエリアマネージャーとの連携

による中心市街地エリアの価値向上と地域経済の活性化、広域観光・インバウンドを視野に入れた滞在型

観光の推進など、「人 自然 食を未来につなぐ交流都市ひみ」の実現に向けた予算となっています。

Ｑ４
氷見市の予算にはどんな《支出》が

ありますか？

ポイント

総務費
２７億４，５８５万円（１１．９％）
（前年度２９億４，２９６万円）

防災、自治振興、戸籍事務など、

市の地域づくりや管理事務などに

関する経費

民生費
５５億９，８１７万円（２４．３％）
（前年度５６億１，６６１万円）

障害者や老人等の福祉向上や子

育て支援などに関する経費

衛生費
２８億９，３２６万円（１２．６％）
（前年度２７億８，０６９万円）

健康づくり、環境保全などに関する経

費

農林水産業費
１０億６５２万円（４．４％）
（前年度１０億８，６１３万円）

農林業や水産業の振興、土地改

良などに関する経費

商工費
１２億４，５２０万円（５．４％）
（前年度１３億２，５２６万円）

商工業や観光の振興に関する経費

土木費
２２億５，８１１万円（９．８％）
（前年度２４億６，１２７万円）

道路の新設・改良、河川の改修、

公園管理などに関する経費

教育費
３４億６，４５６万円（１５．１％）
（前年度３３億１０５万円）

小中学校の管理運営、生涯学習

などに関する経費

公債費
２４億２，０４９円（１０．５％）
（前年度２４億７，１７９万円）

市の借入金である市債の元金と利

子の返還金

その他

１３億８，７８４万円（６．０％）
（前年度１０億３，４２４万円）

消防関係、雇用関係、議会関係

災害被害の復旧経費や予備費

令和２年度一般会計予算

２３０億２，０００万円
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令和２年度当初予算を令和元年度当初予算と比較してみました。
地方交付税と市債が増額となった一方で、市税や国庫支出金は減額となってい
ます。A

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000

単位：百万円

Ｑ５
令和２年度の収入は令和元年度と比較

してどうなっていますか？

令和２年度

令和元年度

予算総額

２３，０２０

百万円

市税
5,326

地方交付税
6,211

国庫支出金
3,333

県支出金
1,522

市債
2,487

その他
4,141

予算総額

２３，０２０

百万円

前年度予算との比較 単位：百万円

市税
5,207

地方交付税
6,328

国庫支出金
2,846

県支出金
1,718

市債
3,221

その他
3,700

項目 令和２年度 令和元年度 増減 増減率

市税 5,207 5,326 △ 119 △ 2.2

地方交付税 6,328 6,211 117 1.9

国庫支出金 2,846 3,333 △ 487 △ 14.6

県支出金 1,718 1,522 196 12.9

市債 3,221 2,487 734 29.5

その他 3,700 4,141 △ 441 △ 10.6

合計 23,020 23,020 0 0.0
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A 令和２年度当初予算を令和元年度当初予算と比較してみました。
衛生費や教育費が増となった一方で、土木費や農林水産業費は減額となって
います。

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000

単位：百万円

Ｑ６ 令和２年度の支出は令和元年度と比較して

どうなっていますか？

前年度予算との比較 単位：百万円

総務費

２，７４６
民生費

５，５９８

衛生費

２，８９３

農林水産業費

１，００７

土木費

２，２５８

公債費

２，４２０

予算総額

２３，０２０

百万円

令和２年度

総務費

２，９４３

民生費

５，６１７
衛生費

２，７８１

農林水産業費

１，０８６

土木費

２，４６１

公債費

２，４７２

その他

１，０３４

予算総額

２３，０２０

百万円

令和元年度

商工費

１，３２５

教育費

３，３０１

商工費

１，２４５

教育費

３，４６５

その他

１，３８８

項目 令和２年度 令和元年度 増減 増減率

総務費 2,746 2,943 △ 197 △ 6.7
民生費 5,598 5,617 △ 19 △ 0.3
衛生費 2,893 2,781 112 4.0
農林水産業費 1,007 1,086 △ 79 △ 7.3
商工費 1,245 1,325 △ 80 △ 6.0
土木費 2,258 2,461 △ 203 △ 8.2
教育費 3,465 3,301 164 5.0
公債費 2,420 2,472 △ 52 △ 2.1
その他 1,388 1,034 354 34.2

合計 23,020 23,020 0 0.0
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平成３０年度決算に基づく算定の結果、氷見市では実質公債費比率や将来負
担比率等のいずれの指標も早期健全化基準などを下回る良好な数値となって
います。

A

早期健全化基準

（イエローカード）

財政再生基準

（レッドカード）

実質赤字比率 １５％ ２０％

連結実質赤字比率 ２０％ ３０％

実質公債費比率 ２５％ ３５％

将来負担比率 ３５０％ －

経営健全化基準 －

資金不足比率 ２０％ －

Ｑ７ 氷見市の財政の現状は？

財政の健全性を判断するには

市民の皆様が財政の健全性を判断できるように、分かりやすく開示することが求められています。

市の財政の健全性を判断する指標（指数、比率などの物差し）には色々あります。

平成１９年度決算から導入された財政指標とは
自治体の財政破綻を未然に防ぐために、国では、平成１９年に地方公共団体財政健全化法を定めまし

た。この法律は、新たな財政指標により、早期健全化基準（イエローカード）と財政再生基準（レッドカー

ド）の２段階で自治体の財政悪化をチェックするとともに、特別会計や公営企業会計も含めた連結決算

により、自治体の財政状況を明らかにしようとするものです。

地方公共団体健全化法（財政破綻を未然防止）

×
特別会計

公営企業会計

＝ 自治体の財政状況を明らかに

財政健全化法に基づき、全国の市町村では、平成１９年度決算からこれらの数値を公表し、平成２０年

度決算から、この指標のいずれかが基準を上回った自治体には、財政の健全化に向けた計画の策定

などさまざまな制約が課せられることになりました。

氷見市の財政の健全性について、平成３０年度決算をもとに、これらの指標を

含む主な指標を用いて、次ページから詳しく説明します。
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3.7 

8.6 9.6 9.8 11.2 11.3 11.9 
13.3 

14.7 15.1 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

南砺市 滑川市 富山市 射水市 氷見市 黒部市 砺波市 魚津市 高岡市 小矢部市

体力以上の借金負担がないかをチェック

する「実質公債費比率」
指標 １

市の税金や地方交付税など毎年決まって入ってくるお金（経常的な収入）に対して、借入

金（市債）の返済に充てた経費（公債費）がどの程度の割合になるかを示す指標です。

実質公債費比率とは

一般会計、 特別会計、 企業会計のすべての会計にわたり計算され、借金返済の負担が多すぎないか

チェックすることができます。チェックの目安として、国が定めた基準により「１８％」以上になると、新たな

借入れ （地方債の発行）に際し、段階的に制約を受けることとなります。

氷見市は「１１．２％」（前年度 １１．１％）となっています。

財政健全化法では 、「早期健全化基準」は２５％、 「財政再生基準」は３５％と定められています。

ポイント

氷見市の実質公債費比率は、 これまで県内でも高い水準にありましたが、 借入金の償還のピークが過

ぎ、 償還費が減少してきていることから、 近年は改善してきています。

ポイント

数値が小さい方が、より健全です

単位：％

単位：％

18.0

20.6 
18.7 

16.5 14.2 
12.1 11.5 11.1 11.2

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

氷見市における実質公債費比率の推移
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0.0 
7.9 

46.5 
65.9 

90.2 
111.4 118.9 126.1 

172.3 174.4 

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

南砺市 滑川市 砺波市 氷見市 射水市 黒部市 富山市 魚津市 高岡市 小矢部市

２

将来負担比率とは
市の税金や地方交付税など毎年決まって入ってくるお金（経常的な収入）に対して、借入金

（市債）や債務負担行為（長期契約などにより複数年にわたり支払いの予定があるもの）な

どのすべての負担額から、積立金（基金）などを差し引いた金額がどの程度の割合になる

かを示す指標です。

借入金や債務負担行為は将来返済しなければならないものであり、自治体が肩代わりする可能性のあ

る第３セクターの債務なども考慮し、実質的な財政負担全体の状況を数値として表すためのものです。

氷見市は６５．９％（前年度８３．３％）となっています。

政健全化法では、「早期健全化基準」は３５０％と定められています。

ポイント

単位：％
数値が小さい方が、より健全です

指標
将来負担すべき実質的な負債をチェック

する「将来負担比率」

平成１９年度以降、将来負担比率は減少傾向にあり、平成２７年度以降は８０％台を推移しています。

借入金の抑制や繰上償還を行ったことによる公債費の減少が改善の主な要因であり、今後も引き続き

改善に努めます。

ポイント

157.0 
129.9 

117.9 106.5 
87.4 87.8 83.3 

65.9

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

氷見市における将来負担比率の推移 単位：％
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経常収支比率とは

市の税金や地方交付税など毎年決まって入ってくるお金（経常的な収入）に対し

て、人件費や施設の維持管理費、扶助費、公債費など毎年決まって出て行くお金

（経常的な経費）がどの程度の割合になるかを示す指標です。

数値が１００％の場合、決まって入ってくるお金が全て決まった支出として出て行くため、その年に自由

に使えるお金は「ゼロ」ということになります。

氷見市は８９．６％（前年度８８．０％）ですので、自由に使えるお金の比率は１０％程度となっています。

県内他市との比較では、氷見市は低い数値となっています。

ポイント

市の借入金の償還がピークを終えた平成２１年度以降、数値は年々改善されてきましたが、平成２８年度

以降は下水道特別会計に係る繰出基準額の算出方法の統一により、経常的経費になる基準内繰出金の

増額に伴い経常収支比率が上昇しています。

ポイント

指標 ３ 財政自由度のバロメータ「経常収支比率」

数値が小さい方が、より健全です 単位：％
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氷見市における経常収支比率の推移
単位：％
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指標４ 収支決算をチェックする「実質収支比率」

実質収支比率とは

市の人口や面積などに応じ、標準的にかかるお金に対して、その年の決算により生じた

実質収支額（収入から支出を差し引いた額）がどの程度の割合になるかを示す指標です。

収支決算が黒字であればプラス、赤字であればマイナスとなり、その年の決算が健全であったかどうか

をチェックすることができます。 氷見市は７．２％（前年度６．９％）となっています。

ポイント

平成２０年度以降、実質収支比率は４．０％台から７．０％台の間で推移しています。

一般的には、３．０％から５．０％の間であることが望ましいとされています。

ポイント

プラスであれば、健全です
単位：％

単位：％
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氷見市における実質収支比率の推移
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指標５ 財政体力を示す「財政力指数」

財政力指数とは

市の人口や面積などに応じ、標準的にかかるお金に対して、自主的な収入（市の税金や

各種使用料など）が、どの程度あるかを示す指標です。

数値が「１」であれば、１００％自主的な収入で市の運営ができることになります。

氷見市は０．４６（前年度０．４５）ですので、市の運営を自主的な収入でまかなえる分は４６％となります。

グラフのとおり、県内他市と比較して氷見市は下位に属しており、厳しい財政状況が表れています。

平成２０年度以降、財政力指数は０．４１から０．４６から推移しており、徐々に上昇しています。

人口減少により市税の減少が見込まれる中で、自主的な収入を確保していくことが求められます。

ポイント

ポイント

数字が大きい方が、より健全です
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氷見市の財政調整基金（いわゆる貯金）の残高は、
次のとおりです。A

参考 県内各市の財政調整基金の残高は次のとおりです。
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Ｑ８ 氷見市の貯金と借金はどれくらい？

財政調整基金は、急激な収入の落ち込みや災害の発生などにより一時的に多額の経費がかさむなど

の不測の事態に備えて積み立てる必要があるほか、今後のまちづくりのための事業に備え一定程度の

残高を確保する必要があります。

ポイント

単位：億円

単位：億円
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参考 県内各市の減債基金の残高は次のとおりです。

A 氷見市の減債基金（いわゆる貯金）の残高は、次のとおりです。

A 氷見市の債務（いわゆる借金）の残高は、次のとおりです。
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ここ数年は、借入金の繰上償還の実施に伴い、債務総額は徐々に減少しています。

しかしながら、依然として過去の借金の返済に要する経費の市の予算に占める割合は高く、

今後も、新規の借入れなどについて適正に管理する必要があります。

ポイント

単位：億円

単位：億円

減債基金は、市債の償還財源を確保し、財政の健全な運営に資するため、計画的に積み立てる必要があ

ります。
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単位：億円
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